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岡山県における広節裂頭条虫症の疫学調査
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わが国における広節裂頭条虫症の分布は，おおむね近

畿以北の日本海側に多く，その他の地方では散発的に見

られる．

終戦後一時本虫感染者が減少し，江口（1964）はこれ

を各河川の発電事業の伸長と食品加工の変化に伴い，中

間宿主であるマスの生食の機会が少なくなったためと推

論した．しかるに，1970年代にはいり，日本海沿岸各地

から症例報告（吉村ら，１９７４；石田ら，１９７５；谷ら，

1975；小谷ら，１９７５；大島，１９７６；干葉ら，１９７７；堀田

ら，１９７８；山口ら，1978）が相次ぎ，本症例の増加を思

わせるような傾向がみられるようになった．岡山県近

辺でも木原ら（1973）は1960～1971の12年間に14例を報

告した．その中には岡山地方を含む中国地方の養魚場や

県内の高梁川，吉井川で捕獲されたマスによる感染が考

えられるとした．また，これとは別に中国，四国，九州

地方には海産性の他の虫種が混在する（加茂ら，１９７２；

岡村ら，１９７２；加茂，1978）ことも知られている．

これらの事から，岡山県に於ける最近の本症の分布，

発生頻度，感染源，虫種等の実態を調査する必要に迫ら

れた．

そこで岡山県医師会の協力を得て，県下の内科系医療

施設に対し，過去５年間の本症患者の診断，治療の有無

について調査を行った．

ヵ所を対象とし，第１次はアンケート郵送調査を行っ

た．調査項目は１）1974年より1978年までの５年間に広

節裂頭条虫症を取り扱った事の有無，２）有の場合はそ

の例数，３）排出虫体標本の有無，とした．２次調査

は，１次調査で本症例ありと回答された20施設に，あら

かじめ詳細な調査項目を送付した後，夫々の医療施設を

訪問し，１)患者：住所・』性別・年齢・職業，２)病歴：

初診・診断日・主訴・既往歴，３）感染源と目される食

品：サケ・マス・その他の魚類・牛肉・豚肉，４）症

状，５）診断：虫卵検査・片節検査，６）治療：駆虫

法・使用薬剤名，７）駆出虫体：頭節の有無・虫体の長

さ，８）予後：後検査の有無・経過，等の項目について

直接取り扱った医師より聴取記載した．

成績

１次アンケート調査による成績を表１に示した．

調査対象836件は県下の内科，小児科を標傍する全施設

である．回答率71.4％は岡山県の現状を知るに十分のも

のと考える．回答数597件のうち，何らかの症例ありと

回答されたものは20件（3.4％）であった．

この症例ありの回答20件を２次調査し，虫種別症例数

を表２に示した．このうち広節裂頭条虫症と認められた

ものは，当教室で同定した２例を含め５例であった．無

鉤条虫もしくは円葉月条虫と判定したものが11件ある

が，このうち，駆虫後の虫体で確認したものが３件（３

条)，他は確認する資料がなく，病歴，感染源と考えら

れている食品の種類，虫体節外形の観察所見，ある場合

には職業など聴取事項により円葉目と判定したものを含

んでいる．その他とした６件は条虫以外の症例１件と，

設定期限以前の症例５例（５条）を含んでいる．このう

調査対象及び方法

岡山県医師会員名簿より抽出した内科系医療施設836
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表１郡市医師会別条虫症・集計表

地区別送信数返信数回答率櫛潔地区別送闇返信数回答率;m蝋i，
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央部には見られない．

広節裂頭条虫症５例についてみると，’性別では男：女

は４：１，職業別では鮮魚商２，学生１，会社員１，公

務員１であった．病歴及び症状では５例とも自然排出さ

れた片節に気付いて持参しており，その他の症状のため

虫卵検査をして発見したという症例はなかった．また，

既往歴，症状，初診時一般検査にしても特記すべきもの

がないものが多かった．感染源と目される食品を明確に

聴取し得たものは２例（症例２，５）のみで，これは県

外から得たマスを食したことが判明した．症例１，４

はマスらしき魚類を食べる機会はあったと答えたが，

３例とも魚種までは知らないとの事であった．他の１例

(症例３）は全く不明であった．症例１は職業柄いつも魚

の刺身を食べており，県北の２例（症例２，３）は地理

的に鳥取県側の鮮魚を主に入手していた．症例４も関東

地方に旅行の折りに色々な刺身を食べている．症例４と

５の治療に関しては，当教室と井原市民病院が提携して

行った．症例４ではＤａｍａｓｏ変法（木原氏法）で駆虫

し，頭節は欠いでいたがほぼ頭節の近くまで虫体が切れ

ることなく駆虫された．症例５はピチオノール内服で駆

虫したが，片節が切れ切れに排出し頭節を欠いでいた．

表２２次訪問調査成績

（対象20施設）

虫種別 症例数

広節裂頭条虫

無鉤条虫及び円葉目条虫

そ"他菫圭菫護以前_‘
１

５

１１

6(1)＊

合 計 2２

＊（1）は擬葉目条虫

ち裂頭条虫１件（１条）が保存されていて，他は無鉤条

虫（確認２，推定２）であった．広節裂頭条虫症５症例

の概略を表３に示した．症例１は確認できる片節や虫卵

検査成績の記録はなかったが，患者が行商の鮮魚商であ

り刺身を好むこと，医師の虫体片節外形観察所見から裂

頭条虫症と推定した．症例２は鳥取市内に勤務し，サ

ケ・マス類の生食の機会は多いと言うこと,また,虫体片

節及び虫卵検査で広節裂頭条虫症と診断されているが，

駆虫の機会がなく感染者のままでいる．症例３は鳥取大

学で駆虫され，本条虫であることを同大学医動物学教室

に依頼し確認した．症例４及び５については，いずれも

当教室で寄生虫学的検索を行って広節裂頭条虫と同定し

た．

２次調査における22件のうち，その他の６件を除く１６

件の感染者の居住地を地理的に見ると（図１)，円葉目，

擬葉目いずれの症例も県北部及び県南部に偏在し，県中

考察

今回の郵送によるアンケート調査は71％の回答が得ら

れ，各郡市医師会別回答率（表１）に示す如く，極端な

偏りがなかったので，この調査は信頼度が高く，岡山県

の実状を推測するに十分な結果であると確信する．

（４６）
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表３岡山県下アンケート調査による広節裂頭条虫症例

(1974～1978）

感染源と

目される食品
治療薬(法）住所'性別年齢職業診断日主訴

備前市

川上村

八束村

井原市

笠岡市

虫体排出

虫体排出

虫体排出

虫体排出

虫体排出

パンキラー

末処置

鳥大で駆虫

Ｄａｍａｓｏ変法

ピチオノール

症例１

症例２

症例３

症例４

症例５

男
男
女
男
男

９
４
１
６
９

３
３
１
３
１

商
員
生
員
商

魚
務
社
魚

鮮
公
学
会
鮮

４９．２．２２．

５３．４．１８．

５２．７．

５２．１２．１．

5３．５．１．

不明

県外産のマス

不明

不明

県外産のマス

●●

苫田

▲ ▲▲▲
箪山

▲▲▲
箪山

▲▲▲
勝田勝田

阿哲阿哲阿哲
▲

真庭真庭

▲

▲
麺

英田

哲】新見新見阿哲 久米久米米

和気和気上房 御津御津

高梁梁

赤磐赤磐 碕仙川上川上

総社

後月

i〈Hb1
都窪都窪 ▲▲

岡山

邑久

田Ｌ吉備吉備小田

原

▲
猫 ▲

●
笠岡

浅口

玉野

図１症例居住地分布

●広節裂頭条虫症▲無鉤条虫症

広節裂頭条虫症の最近の疫学調査報告を県別にみる

と，青森県で山口ら（1978）は５年間（1973～1977）に

県内医療機関調査の１９件に大学で取り扱った37件を加

え50症例，秋田県では吉村ら（1974）は１年７カ月間

（1472～1974）に５件，石田ら（1975）はその後の９カ

月で９件，谷ら（1975）はこれらのまとめに更に１件を

加え，同期間に計15症例を報告している．新潟県では干

葉ら（1978）が過去３年間の調査で74症例を上げ，富

山，石川，福井の北陸３県では吉村ら（1975）が過去２

年間に夫々２５，２１，１０件，計56件，それに吉村らの駆

虫例26件を加え82症例を報告している．この数値を単純

に年間県別にすると10～25件となり，症例頻度が高く，

また，いずれの著者も最近の感染率の増加を認め注目し

ている．これらの県はいずれも日本海に面し，中間宿主

の魚類が遡上する河川をもつので，当然本来の分布地と

考えることが出来る．

同じ日本海沿岸の島根，鳥取両県では小谷ら（1975）

は夫々４条，２条の本条虫を認めており（時期，期問不

(４７）
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明)，これが年間の症例とするならば頻度はやや少ない

と言えるが,これに加えて４条の大複殖門条虫が報告さ

れているのが注目される．

一方，日本海沿岸に属しない長野県では大島（1976）

が３年９カ月間（1974～1976）に34件の症例を経験し，

1971年まで稀な散発例しかなかったものが1972年より増

加し始めたことを報告し，この増加の原因を同県でのサ

クラマス生食の機会が増加したためと想定している．岡

山県における木原ら（1973）の症例を見ると12年間のう

ち1966年までの６年間では４件，その後の６年では10件

と倍増している．これと比べると最近の５年間は頻度が

少なくなったが，押しなべてみると年間１．１人となり，

実際には年間に症例数の変動（Ｏ～３）はあっても，現

在のところ岡山県は散発的にみられるに過ぎないと考え

る．

わが国において最も重要な感染源はサクラマスである

ことは多くの研究者の報告が一致するところであるが，

大島（1976）はベニザケ０．〃”たα及びシロザケ０．

ﾊeraは日本での感染には関与しないと述べている．ま

た，北洋で漁獲されるベニザケ，カラフトマスは筋肉中

のplerocercoid寄生率が非常に低いため，これによる

感染も否定しうるとしている．堀田ら（1978）は北日本

で捕獲された魚類のplerocercoidを調べ，これらを実

験動物に投与し，成虫を得てその幼虫を同定し，キュウ

リウオ及びチカ寄生のものは，．〃〃"ｚとは異なるＤ・

cJiz7w"2"〃と考えているが，これの人体寄生は知られて

いない．

一方，木原ら（1973）は感染源を岡山県北部の養魚場

やそこから河川に流出したマスに求めている．また，吉

村ら（1974）も養殖ニジマスが感染源となり得ることを

示唆した．大島ら（1973）も長野県の養殖ニジマスから

の感染を疑わせる症例を報告し，犬との間に生活史を完

成させているのではないかと推定した．しかし，その後

養殖ニジマスに関し詳細に調査し，１）養殖ニジマスに

plerocercoidを認めなかったこと，２）養殖場飼育の犬

より虫卵を検出しなかったこと，３）従業員，家族に本

条虫寄生者がいなかったこと，４）養魚池は第１中間宿

主の僥脚類の棲息に不適当である等の理由からニジマス

からの感染が否定的であるとの見解を示した．また，山

口ら（1978）は十和田湖産ヒメマスにplerocercoidの

寄生を認めていないと報じている．従って現在までに陸

封型マス類にplerocercoidを認めた報告に接していな

い

今回の調査でも症例４，５は明らかに県外での感染で

あり，症例２，３は地理的に鳥取県からの魚類を食べる

機会が多く，これらの事から，岡山県には未だ養魚場や

河川のマスを感染源と考えられる根拠は存在していない

ように思われる．しかし，今後交通網の発達により鮮魚

を食する機会が益々増える事や輸入感染者の増加を考え

れば，虫卵により河川が汚染され，引いては，実験的

にplerocercoidが感染可能なニジマス（江口，1926ノと

の間に生活史が完成される可能|生がなきにしもあらずと

考えられる．

結論

岡山県下の広節裂頭条虫症の実態を把握するため県下

836の内科系医療施設を対象とし，過去５カ年間に本条

虫症例を取り扱ったか否かについて郵送アンケート調査

を昭和53年度に行った．その結果597（71％）の回答の

うち20施設よりの症例有りの回答を得たが，このうち当

教室で同定した２例の他に，第２次訪問調査により３

件，計５件の本症例を確認した．この５例について疫学

的考察を行った．５症例のうち２例は県北に，３例は県

南に分布していた．５症例とも初診時一般検査，既往歴

に特記すべきこともなく，片節の自然排出によって感染

を知るに至っている．男女比は４：１，職業別では鮮魚

商２，学生１，会社員１，公務員１であった．病歴調査

により，２例は県外産マスの生食により感染したものと

推定され，他の２例も県外産魚類による感染が濃厚であ

る．

稿を終るに当り，本調査に御協力を賜った岡山県医師

会，同会員各位，又，資料の整理を担当した山本友子氏

に深謝致します．

本研究の一部は，第34回日本寄生虫学会西日本支部大

会（1978）で発表した．

文献

1）千葉賢保・堀田猛雄・関川弘雄・長谷川英男・

大鶴正満(1977）：新潟県における広節裂頭条虫

症の疫学調査．寄生虫誌，２６，（５・補)，２２．

２）江口季雄(1926）：広節裂頭条虫に関する研究，

殊に日本における本条虫の発育史について．病

理学紀要，３，１，１－６６．

３）江口季雄(1964）：日本における寄生虫学の研究．

4,345-357.

4）堀田猛雄・千葉賢保・関川弘雄・長谷川英男・

大鶴正満(1978,ａ）：新潟県における広節裂頭条

虫症の疫学調査(3)．寄生虫誌，２７(増)，４８．

５）堀田猛雄・千葉賢保・関川弘雄・長谷川英男．

（４８）



321

* It IE *I (1978, b) :

Omft (1), fcS

A FHO^ci. 3F££f£, 27, 357-368.

6)

7)

9) tKjD^

io)

11)

Paromomycin Jc <

ii, 21, 16-20.

T(1972) : 0*

m, 21 at), 71.

If(1978) : Sa^^^A^, 157-208,

B, 70, 189-

195.

-sr (1975) :

, 5, 5, 25.

(1972) : Diptyllobothrium cordatum (Leukart,

1863) Faust, 1929 0bM&M4k&

&, 46, 119-128.

12)

13) ®

. m>h\mm, 24, 191-204.

m, 21,

31-40.

14) ujp^*i • uur

15)

12-14.

^(1975) :

, 2820, 29-31.

(1974) : fcfflm^^^^

. 0 :£[£:#«,2624,

, 2693, 22-25.

! Abstract !
i . i

EPIDEMIOLOGICAL SURVEY FOR DIPHYLLOBOTHRIUM LATUM

IN OKAYAMA PREFECTURE

Sei-ichiro TOMITA, Yasumasa TONGU, Daigoro SAKUMOTO,

Setsuo SUGURI, Kazuo ITANO, Seiiti INAT0M1

{Department of Parasitology, Okayama University Medical School)

AND

Kenji KAWAGUCHI

{Ibara Shimin Hospital)

Mail questionnaires of the presence of human diphyllobothriasis during the period from

1974 to 1978 were send to 836 hospitals in Okayama prefecture and got 597 responses (71%).

Twenty two cases of tapeworm infection have been found by these inquirers. But only five

cases were confirmed as diphyllobothriasis by secondary interview with the doctors, who have

reported the cases. The incidence of this disease was low in Okayama prefecture. And the

patients were distributed in southern and northern part. The five patients (male 4, female 1)

were fishmonger 2, company employee 1, teacher 1, and student 1. All of them were aware

of the natural expulsion of segments, and brought discharged strobila with them to their

physicians. They did not show any other symptoms as diphyllobothriasis. The source of in

fections in two cases was the salmon imported from the outside of Okayama prefecture. Other

two cases except one case seemed to became infection by eating salmons caught in the region

other than Okayama prefecture. From the present facts, it has been suggested that there were

no infectious sources of D. latum in Okayama prefecture.

(49 )




